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広報各務原

公園都市＊共生都市＊快適産業都市

子宮頸がん・小児用肺炎球菌・ヒブワクチン
3つのワクチン接種、全額助成開始

かかみがはらっこ●アクアマイスター講座
みんな集合●松倉西近隣ケアグループ

クローズアップ●松垣洋平さん
木曽川学入門●犬山祭とからくり人形

税に関するお知らせ
4月から市指定のごみ袋に変わります

【各務原の歴史散歩　天狗谷遺跡】

古代、市の北部には窯が多く造られ、窯業
の盛んな地域でした。須衛の天狗谷遺跡に
は2基の窯跡が保存され、古代の産業を垣
間見ることができます。

⇒詳しくは18ページ

市長からの手紙●各務野立志塾



予防接種市指定医療機関地区別50音順 (川島地区の市外局番は0586、その他は058）

接種開始年齢別 スケジュールと接種回数

　ヒブとはインフルエンザ菌 b型のことで、のどから入り、のどの奥の喉頭蓋や脳を包む髄膜、肺などに炎症を起こ
す細菌です。発症のピークは生後8カ月で、0～1歳が患者の70%を占めます。毎年約450人が細菌性髄膜炎な
どの重い感染症にかかり、命を落とす場合もありますので、早めに接種しましょう。

共通事項
■実施期間　2月1日～平成24年3月31日
■実施場所　下記市指定医療機関（個別接種）
■対象　

△

子宮頸がんは市内在住の中学1年～高
校1年（16歳相当）の女子

△

小児用肺炎球菌・ヒ
ブは市内在住の生後2カ月～5歳未満の乳幼児
■予診票兼接種券　市指定医療機関に設置（子宮頸

がんは対象者に郵送します）
■持参品　母子健康手帳、予診票兼接種券（子宮頸
がんのみ）、保険証
■備考　

△

接種は要予約

△

接種日時などは、各医療
機関に要確認

△

接種費助成開始日前や市指定医療機
関以外での接種は、払戻しがありません

△

原則、保
護者の同伴が必要で、保護者以外の同伴者の場合は
委任状（健康管理課・市指定医療機関に設置）が必要

医療機関名 住所 電話番号 子宮頸がん 小児用肺炎球菌 ヒブ
あらき内科クリニック 那加石山町 371-1515 ○ ○ ○
今尾医院 那加新加納町 382-0048 ○ ○ ○
奥野医院 那加雄飛ヶ丘町 382-6165 ○ ○ ○
木田医院 那加東新町 383-5010 ○ ○ ○
佐々木クリニック 那加西市場町 371-6663 ○ ○ ○
柴崎内科 那加柄山町 389-2800 ○ ○ ○
新加納内科 那加新加納町 382-4969 ○ × ×
田中クリニック 那加前洞新町 380-0525 ○ ○ ○
つかはら医院 那加楠町 382-3933 ○ × ×
那加こども医院 那加野畑町 382-8523 ○ ○ ○
永井内科・消化器科 那加桜町 382-0446 ○ ○ ○
永田産婦人科 那加西野町 382-0058 ○ × ×
永田内科 那加西野町 382-4839 ○ ○ ○
二宮医院 那加南栄町 382-0107 ○ × ×
三和皮フ科 那加桜町 383-6800 ○ ○ ○
横山産院 那加北洞町 371-1211 ○ ○ ○
横山病院 那加元町 382-0119 ○ × ○
わたべ皮フ科 那加北栄町 380-7628 ○ × ×
いなばファミリークリニック 上中屋町 382-1555 ○ ○ ○
奥屋医院 三井北町 383-2762 ○ ○ ○
香川医院 小佐野町 383-8350 × ○ ○
かわだ整形外科 三井町 383-0041 ○ × ×
西野クリニック 三井町 371-0500 ○ ○ ○
丹羽医院 前渡西町 386-8622 ○ ○ ○
内田医院 川島松原町 89-2562 ○ ○ ○
いでぐち医院 鵜沼東町 379-1200 ○ × ×
宇治循環器内科クリニック 各務西町 379-0270 ○ ○ ○
鵜沼中央クリニック 鵜沼羽場町 385-1155 ○ ○ ○
大岡脳神経外科･ﾘﾊﾋﾞﾘｸﾘﾆｯｸ 鵜沼各務原町 379-2300 ○ × ×
大橋クリニック 鵜沼各務原町 370-5350 ○ × ○

医療機関名 住所 電話番号 子宮頸がん 小児用肺炎球菌 ヒブ
おくだ内科 鵜沼三ツ池町 370-5511 ○ × ×
かわさきクリニック 鵜沼川崎町 371-8588 ○ ○ ○
小林内科 鵜沼羽場町 370-5577 × ○ ○
白木鵜沼耳鼻咽喉科医院 鵜沼山崎町 370-3333 ○ × ×
たけうち内科 鵜沼各務原町 384-3211 ○ ○ ○
恒川医院 鵜沼南町 384-0047 × ○ ○
にんじん通りハートクリニック 鵜沼南町 384-0899 ○ ○ ○
のぎもりクリニック 鵜沼羽場町 370-5105 ○ ○ ○
馬場医院 鵜沼各務原町 384-1679 ○ ○ ○
ふせや小児科 鵜沼東町 370-0606 ○ ○ ○
古田医院 鵜沼各務原町 370-0010 ○ ○ ○
村井医院 緑苑中 370-7838 ○ ○ ○
山下クリニック 鵜沼東町 384-5311 ○ ○ ○
米倉胃腸科外科 鵜沼西町 370-0781 ○ × ×
浅川クリニック 蘇原栄町 382-3166 ○ ○ ○
いちょう通り藤村クリニック 蘇原東栄町 383-0388 ○ ○ ○
いわたキッズクリニック 蘇原吉野町 383-6661 ○ ○ ○
小野木医院 蘇原大島町 382-0080 ○ ○ ○
各務原第一外科 蘇原青雲町 382-3399 ○ ○ ○
こども循環器クリニックくの小児科 蘇原新生町 371-7333 ○ ○ ○
酒井クリニック 蘇原柿沢町 382-1002 ○ ○ ○
しももとクリニック 蘇原東島町 389-8088 ○ ○ ○
そはら赤座医院 蘇原旭町 382-5822 × ○ ○
そはら永田クリニック 蘇原外山町 371-0365 ○ ○ ○
高橋小児科・眼科 蘇原六軒町 382-6277 ○ ○ ○
林内科耳鼻咽喉科 蘇原新栄町 371-5511 ○ ○ ○
ひらの内科クリニック 蘇原瑞穂町 383-0012 ○ × ×
堀産婦人科 蘇原菊園町 382-3303 ○ ○ ○
村上医院耳鼻咽喉科 蘇原東門町 371-7650 ○ ○ ○
ＹＵＫＩこどもクリニック 蘇原興亜町 389-8395 ○ ○ ○
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※初回接種日年齢によって、接種回数・スケジュー
ルが異なります。
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「子宮頸がん、小児用肺炎球菌、ヒブ」ワクチン接種

全額助成を開始します!
　市では、2月 1日から新しく「子宮頸がんワクチン」、「小児用肺炎球菌ワクチ
ン」、「ヒブワクチン」の接種助成を開始します。接種は保護者の希望によるもので、
法律上の義務ではありません。また、万が一、健康被害が生じた場合は、健康被
害救済制度での救済が受けられます。　　　詳細　健康管理課☎ 058-383-1116

接種スケジュールと回数

　子宮頸がんは子宮入口付近にでき、主に性交渉を通じて感染したウイルスが、がんに変異して発症します。毎年約
8500人の女性がかかり、約3000人の方が亡くなっています。他のがんとは違い、20代～30代の若い女性が
多く発症するため、ウイルス感染の可能性が低い10代前半での接種が効果的です。ただし、全てのウイルスに効果
があるわけではないため、20歳以降、定期的な子宮頸がん検診の受診をお勧めします。

※高校1年生の方は、平成23年 3月までに、3回接種するこ
とができないため、平成23年 3月 31日までに初回接種を済
ませていれば、4月以降の2回目、3回目の接種についても助
成の対象となります。

初回接種 2回目
1カ月後

3回目
5カ月後

接種開始年齢別 スケジュールと接種回数

　肺炎球菌はごくありふれた菌で、鼻やのどから体に入るため、どのお子さんも感染する可能性があります。
この菌により、毎年約1000人が重い中耳炎や肺炎、敗血症を発症し、約200人が脳を包む髄膜につく細
菌性髄膜炎にかかっています。ヒブワクチンと併せて接種し、重い感染症からお子さんを守りましょう。

3回目初回接種 2回目
27日
以上後

60日
以上後

初回接種 2回目
27日
以上後

27日
以上後

3回目
60日
以上後

4回目

初回接種
60日
以上後

2回目

1回接種

２
〜
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７
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月
〜

１
歳
未
満

１
〜
２
歳

未
満

２
〜
５
歳

未
満

接
種
開
始
年
齢

　今回開始された3つのワクチンは、ＷＨＯ（世界保健機構）が全ての地域で接
種するよう勧告しています。これらの病気は大部分をワクチンで予防でき、ワクチ
ンの有効性や安全性も高いものです。そのため、日本でも早期の定期接種化を目指
し、市でワクチン接種事業を開始することになりました。また、費用は国と市が助
成するため、皆さんの負担はありません。

健康のために、ぜひこの機会をご利用ください！

市ワクチン接種担当の
谷口佳江保健師

※初回接種日年齢によって、接種回数・スケジュールが異なります。

※接種開始年齢が2～6カ月の場合、3回目は生後12カ月未満に完
了し、4回目は生後12カ月～15カ月の間に接種。

※接種開始年齢が7カ月～1歳未満の場合、3回目は1歳以降に接種。

市のワクチン接種担当保健師さんに教えてもらいました。

3 広報かかみがはら 2011.1.15



確
定
申
告
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

所
得
税
の
申
告
会
場

　

所
得
税
申
告
書
の
作
成
指
導
を

行
い
ま
す
。
申
告
書
を
自
分
で
記

入
し
て
、
そ
の
場
で
提
出
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
会
場
で
検
算
・
確

認
は
行
い
ま
せ
ん
。
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市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
会
場
】
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２
月
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〜
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土
・
日
曜
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を
除
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時
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午
前
９
時
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分
〜
午
後
４
時

場
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産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
１
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あ
す
か
ホ
ー
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那

加
桜
町
２
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注
意
事
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▽
市
役
所
で
は
所
得
税
申
告
書
の
作
成
指

導
は
行
っ
て
い
ま
せ
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▽
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
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▽
会
場
の
混

雑
状
況
に
よ
り
、
案
内
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
▽
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
▽
車
で
お
越
し
の
方
は
、
必
ず
市
民
公
園
、
中
央

図
書
館
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び
の
森
駐
車
場
な
ど
（
２
時
間
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で
無
料
）

の
公
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駐
車
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用
く
だ
さ
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民

間
店
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ど
の
駐
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は
駐
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し
な
い
で
く
だ
さ
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【
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サ
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る
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ら
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税
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イ
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タ
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で
な
い
も
の
）
▽
所
得
控
除
に

必
要
な
領
収
書
ま
た
は
証
明
書
な
ど
▽
還
付
の
方
は
振

込
先
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
（
本
人
の
口
座
）
▽

筆
記
用
具

注
意
事
項　

▽
２
月
14
日
〜
３
月
15
日
の
期
間
中
、
岐

阜
南
税
務
署
で
は
申
告
書
の
提
出
は
で
き
ま
す
が
、
申

告
書
の
作
成
指
導
は
行
い
ま
せ
ん
▽
ご
自
身
で
確
定
申

告
書
を
作
成
さ
れ
た
方
は
、
岐
阜
南
税
務
署
へ
郵
送
、

電
子
申
告
「
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
」
に
よ
り
提
出
く
だ
さ
い

▽
申
告
会
場
で
は
、
納
税
お
よ
び
納
税
証
明
書
の
発
行

は
行
い
ま
せ
ん

　

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
３
月
15
日
ま
で
に

　
　
　

詳
細　

税
務
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
１
１
４

　
　
　
　
　
　

岐
阜
南
税
務
署
（
岐
阜
市
加
納
清
水
町
４
）
☎
０
５
８
（
２
７
１
）
７
１
１
１
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還
付
申
告

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談

　

市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
、
税
理
士
に
よ
る

無
料
相
談
も
行
い
ま
す
。

期
間　

２
月
16
日
〜
28
日
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階

あ
す
か
ホ
ー
ル
（
那
加
桜
町
２
）

持
参
品　

申
告
会
場
と
同
じ

　

所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
並
び
に
贈
与

税
の
申
告
に
関
す
る
電
話
相
談

は
、
確
定
申
告
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　

１
月
21
日
〜
３
月
15
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

利
用
方
法　

税
務
署
に
電
話
し
て
、
自
動
音
声
案
内
に

従
い
「
０
」
を
選
択

詳
細　

岐
阜
南
税
務
署
☎
０
５
８(

２
７
１)

７
１
１
１

  

確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
相
談

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
税に関するお知らせ

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
次
に
該
当
す
る
方
は
、
確
定

申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い

る
方

◆
年
の
途
中
で
退
職
し
た
た
め
、
年
末
調
整
を
受
け
て

い
な
い
方

◆
災
害
・
盗
難
な
ど
に
よ
り
、
住
宅
・
家
財
な
ど
損
害

を
受
け
た
方

◆
自
分
や
親
族
の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
一
定
額

を
超
え
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

◆
国
や
地
方
公
共
団
体
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
対
し

て
寄
附
し
た
方

◆
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て

マ
イ
ホ
ー
ム
（
敷
地
を
含
む
）
を

取
得
し
た
と
き
、
ま
た
は
増
改
築

を
し
た
と
き
で
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
方

各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い

●
社
会
保
険
料
控
除　

▽
国
民
年
金
保
険
料
＝
支
払
証

明
書
▽
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
＝「
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
、
金

額
の
分
か
る
も
の

●
生
命
保
険
料
控
除　

生
命
保
険
料
ま
た
は
個
人
年
金

保
険
料
の
支
払
証
明
書

●
地
震
保
険
料
控
除　

地
震
保
険
料
の
支
払
証
明
書

●
寄
附
金
控
除　

寄
附
し
た
団
体
か
ら
交
付
さ
れ
た
寄

附
金
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

●
障
害
者
控
除　

▽
身
体
障
害
者
手
帳
▽
療
育
手
帳
▽

精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
▽
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
、
福
祉
事
務
所
長
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」

●
医
療
費
控
除　

▽
医
療
費
の
領
収
書
（
原
本
）
▽
健

康
保
険
や
生
命
保
険
な
ど
か
ら
医
療
費
に
対
し
て
給
付

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
金
額
の
分
か
る
も
の
▽

６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態
で
お
む
つ
の
使
用
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」。
２
年
目
か
ら
は
、
介
護
保
険
の
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
市
町
村
が
発
行
し
た
書

類
（
主
治
医
意
見
書
記
載
事
項
証
明
書
）
で
「
お
む
つ

使
用
証
明
書
」
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

備
考　

ご
加
入
の
健
康
保
険
に
よ
っ
て
は
、
高
額
療
養

費
の
申
請
を
さ
れ
る
場
合
に
、
領
収
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
高
額
療
養
費
の
申
請
を
先
に
行
う
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
還
付
申
告
の
医
療
費
控
除
に
は
、

領
収
書
の
原
本
が
必
要
と
な
り
ま
す

●
雑
損
控
除　

▽
り
災
証
明
書
▽
災
害
関
連
支
出
の
領

収
書

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
平
成
22
年
中
に
入
居
を

さ
れ
た
方
）　

▽
住
民
票(

写
し)

▽
住
宅
取
得
資
金
に

係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書
▽
家
屋
の
登
記
事

項
証
明
書
▽
建
築
工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
家
屋
の
売

買
契
約
書
の
写
し

備
考　

▽
家
屋
の
増
改
築
を
さ
れ
た
方
は
、
前
記
の
書

類
に
加
え
、
建
築
確
認
通
知
書
（
写
し
）
ま
た
は
増
改

築
等
工
事
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
▽
家
屋
と
と
も

に
購
入
し
た
、
そ
の
敷
地
に
係
る
借
入
金
の
あ
る
方
は
、

敷
地
の
登
記
事
項
証
明
書
、敷
地
の
売
買
契
約
書
（
写
し
）

も
ご
持
参
く
だ
さ
い
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４
月
か
ら
ご
み
袋
が
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
ご
み
袋
が
変
わ
り
ま
す

環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
た
め
に

環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
た
め
に

ご
み
処
理
手
数
料
が
有
料
に

　

市
で
は
、
ご
み
を
減
量
し
、
処
理
の
際

市
で
は
、
ご
み
を
減
量
し
、
処
理
の
際

に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
と

に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
と

と
も
に
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
す

と
も
に
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
す

る
た
め
、

る
た
め
、
４
月
よ
り
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

燃
や
す
ご
み
に
対
し
て
、
ご
み
処
理
手
数

ご
み
処
理
手
数

料
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

料
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の

　

こ
の
手
数
料
は
、
今
後
、
市
の
環
境
施

策
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

↓

レジ袋
タイプ

平　袋
タイプ

（旧）

（新）

▲

大（45リットル ) ＝１枚３円▲

中（30リットル）＝１枚２円▲

小（15リットル）＝１枚１円
※4月1日より実施

ごみ袋1枚当たりの手数料

ご
み
袋
が
平
袋
タ
イ
プ
か
ら

ご
み
袋
が
平
袋
タ
イ
プ
か
ら

レ
ジ
袋
タ
イ
プ
へ

レ
ジ
袋
タ
イ
プ
へ

　

燃
や
す
ご
み
の
有
料
化
に
伴
い
、
ご
み

袋
の
規
格
を
現
在
の
平
袋
タ
イ
プ
か
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
レ

ジ
袋
タ
イ
プ
へ
変
更
し
ま
す
（
45
リ
ッ
ト

ル
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
平
袋
タ
イ
プ
も

あ
り
ま
す
）。

　

新
し
い
レ
ジ
袋
タ
イ
プ
の
ご
み
袋
は
、

ご
み
を
入
れ
や
す
く
、
し
ば
り
や
す
く
、

持
ち
運
び
や
す
い
う
え
、
容
量
は
現
在
の

も
の
と
同
等
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に

市
民
の
皆
さ
ん
に

新
た
な
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

新
た
な
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

　

こ
の
規
格
変
更
に
よ
り
、
製
造
価
格
の

削
減
が
図
れ
る
た
め
、
新
し
い
市
指
定
ご

み
袋
の
販
売
価
格
は
、
現
在
の
市
承
認
ご

み
袋
と
同
等
の
価
格
で
販
売
さ
れ
る
見
込

み
で
す
（
販
売
価
格
は
販
売
店
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）。
こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
新
た
な
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
ご
み
袋
は
、
４
月
よ
り
、
市
内

の
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
販
売
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。

市
承
認
ご
み
袋
は
来
年
３
月
末

ま
で
使
用
で
き
ま
す　

　

４
月
か
ら
は
原
則
と
し
て
、
市
指
定
ご

　

４
月
か
ら
は
原
則
と
し
て
、
市
指
定
ご

み
袋
以
外
は
回
収
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

み
袋
以
外
は
回
収
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

例
外
と
し
て

例
外
と
し
て
現
在
皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い

る
市
承
認
ご
み
袋
だ
け
は
、
平
成
24
年
３

月
末
ま
で
回
収
し
ま
す
。

詳
細　

環
境
政
策
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

４
２
３
０
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森　真

家
庭
不
用
品
交
換
銀
行

　

市
で
は
、
一
般
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た

生
活
用
品
な
ど
で
、
ま
だ
再
利
用
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
の
情
報
を
登
録
し
、
そ
の

生
活
用
品
を
希
望
す
る
家
庭
に
提
供
し
て

い
ま
す
。
ご
み
減
量
と
限
り
あ
る
資
源
の

節
約
の
た
め
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

登
録
有
効
期
限　

３
カ
月

対
象
品
目　

ベ
ビ
ー
用
品
、
家
具
、
自
転

車
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
楽
器
な
ど

対
象
外
品
目　

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
な

ど
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
が
発
生
す
る
家

電
４
品
目
（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）
▽

パ
ソ
コ
ン
▽
法
令
な
ど
で
交
換
、
販
売
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
か
、
こ
れ
に
準
ず
る
も

の
▽
日
常
の
生
活
用
品
に
不
向
き
な
も
の

▽
食
料
品
▽
そ
の
他
家
庭
不
用
品
交
換
に

適
さ
な
い
も
の

申
込
と
詳
細　

家
庭
不
用
品
の
提
供
希
望

者
お
よ
び
譲
受
希
望
者
は
、
直
接
ま
た
は

電
話
で
環
境
政
策
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

４
２
３
０

ビ
ン
の
分
別
方
法
も
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
よ
り
、
ビ
ン
の
分
別
方
法
も

変
わ
り
ま
す
。
従
来
は
す
べ
て
同
じ
コ

ン
テ
ナ
に
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
が
、
４
月
１
日
以
降
は
、
無
色
透
明
の

ビ
ン
と
そ
の
他
の
色
の
ビ
ン
と
に
分
別
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
看
板
の
あ
る
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

ビ
ン
は
コ
ン
テ
ナ
に
半
分
程
度
た
ま
っ

た
ら
、
新
し
い
コ
ン
テ
ナ
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
細　

環
境
政
策
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

４
２
３
０

3月31日まで

4月1日から
↓↓

※川島地区は1月より実施しています。

～少年よ大志を抱け～

各務野立志塾

　

冬
休
み
を
前
に
、市
内
全
中
学
校
の

生
徒
会
役
員
等
を
集
め
て
、３
泊
４
日

の「
各
務
野
立
志
塾
」を
開
き
ま
し
た
。

　

当
初
は
夏
休
み
だ
け
で
し
た
が
、

校
長
会
の
要
望
で
、
今
で
は
年
２
回

の
開
催
に
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
は
、
世
界
遺
産
「
白
川
合
掌

村
」、
50
万
坪
の
大
自
然
の
中
に
あ
る

ト
ヨ
タ
の
研
修
施
設
で
す
。

　

表
題
の
集
中
教
育
に
は
、
非
日
常

の
美
し
い
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
、

各
界
一
流
の
講
師
陣
が
必
要
で
す
。

　

講
師
に
は
、
ト
ヨ
タ
の
渡
邉
技
監
、

商
工
会
議
所
会
頭
等
、
岐
女
短
大
松

田
学
長
、
各
務
原
市
長
で
す
。

　

各
講
師
の
講
話
、
生
徒
と
夕
食
会

を
実
施
、
夜
の
「
講
師
と
語
る
会
」
で

は
、生
徒
全
員
の
手
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
少
年
期
と
ち
が
い
、
学

校
教
育
の
中
で
ス
ピ
ー
チ
の
機
会
が

多
い
の
で
皆
う
ま
い
。

　

生
徒
会
ど
う
し
の
経
験
交
流
も
活

発
で
、
合
宿
研
修
で
親
し
み
が
わ
き

談
論
風
発
の
姿
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

　

帰
郷
後
、
全
員
が
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
。
私
は
そ
の
一
枚
一
枚
に
目
を
通

し
ま
す
。
各
講
師
の
話
に
感
動
し
た

と
か
、
他
の
生
徒
会
の
活
動
が
参
考

に
な
っ
た
と
か
の
感
想
が
ほ
と
ん
ど

で
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

立
志
塾
の
目
的
は
、
生
徒
会
の
資
質

を
向
上
さ
せ
、
生
徒
全
員
に
好
影
響

を
波
及
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

別
に
小
学
校
６
年
生
の
希
望
者
を

対
象
に
「
各
務
野
冒
険
塾
」
を
開

い
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に
三
河
湾
の

無
人
島
で
の
生
活
体
験
４
泊
５
日
で

す
。
少
年
期
に
た
く
ま
し
さ
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

志
と
た
く
ま
し
さ
の
培
養
。
現
代

教
育
一
般
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
核

心
で
す
。

　

個
人
で
も
、都
市
で
も
国
家
で
も
、

成
長
へ
の
推
力
は
、
志
（
目
標
）
と

た
く
ま
し
さ
で
す
。

　

少
年
よ
大
志
を
抱
け
。Boys, be 

am
bitious !

ク
ラ
ー
ク
博
士
の
明
治

初
期
の
名
言
は
今
も
生
き
て
い
る
。

古
紙
回
収
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
各
務
原
店
の
古
紙
回

収
事
業
は
、
平
成
22
年
12
月
31
日
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。
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　1 月 26 日は「文化財防火デー」。重要文
化財「薬師如来坐像」「不動明王像」のあ
る薬師寺で防災訓練を行います。
日時　1月 23日（日）　9:30～（少雨決行、
荒天時は 1月 30日に順延）

文化財を守ろう！「文化財防火デー」防災訓練
場所　薬師寺（那加雄飛ヶ丘町）
関連活動　

△

防火査察（市内14カ所）＝1月
26日（水）

△

指定文化財付近での防火広報・
防火看板の設置など＝1月 22日～ 26日
詳細　文化財課☎058-383-1475

日時　１月21日（金）　10:00～
15:00
場所　市役所 4階第 3会議室
内容　いじめ、児童虐待、家庭
内暴力、近隣のもめごとなど
詳細　市民活動推進課☎ 058-
383-1111 内線 3631

人権擁護委員による
特設人権相談

日時　2月13日（日）　9:00～
11:00
場所　産業文化センター 4階
内容　「予科練と特別攻撃隊～
地蔵峠特攻隊員を偲

しの

ぶ」
講師　桐山一美
詳細　文化財を守る会・大堀☎
058-383-6935

文化財を守る会
学習発表会

試験日　第 1次試験（作文）＝ 2
月 6日（日）
試験区分　言語聴覚士
対象　昭和 26年 4月 2日以降
に生まれた方
募集人員　1人
内容　主に障がい児施設で子ど
もに言語指導を行う業務
申込用紙の交付　福祉の里また
は福祉総務課（市役所 2階）
申込　1月17日～31日（必着）
までに申込用紙・受験票に必要
事項を記入し、写真をはり ▽窓
口＝市社会福祉事業団事務局
（福祉の里内）に提出 ▽郵送＝
封筒表に「受験申込」と朱書し、
80円切手をはって返信先を明
記した定形封筒を同封し〒509-
0101 須衛稲田 7、各務原市福
祉の里☎ 058-370-7500

市社会福祉事業団
23年度職員を募集

【総合体育館】
日時　

△

2月12日（土）＝9:00～△

17日（木）＝13:00 ～

△

28日
(月) ＝ 19:00 ～
【市民プール】
日時　

△

2月9日（水）＝19:00～
13日（日）・18日（金） ＝10:00～
【共通事項】
対象　高校生以上
定員　各 30人（抽選）
費用　250円
申込　往復はがきに「住所、氏
名（ふりがな）、電話番号、性別、
生年月日（年齢）、希望会場と希
望講習日、トレーニング講習会
受講希望」と明記し、2月 1日
（必着）までに

△

総合体育館＝
〒 504-8555 那加桜町 1-69、
スポーツ課

△

市民プール＝〒50
9-0143 鵜沼小伊木町 4-300
備考　

△

はがき１枚につき１人△

申込少数の場合は中止するこ
とがあります
詳細　スポーツ課☎ 058-383-
1231

健康増進パワーアップ
トレーニング講習会

日時　2月 26（土）　9:00 ～
場所　総合体育館（那加太平町2）
資格　市内在住、在学、在勤、
在籍（スポーツクラブ）の方
種目　男女シングルス、男女ダ
ブルス
費用　シングルス＝ 800円（中
学生 400円）、ダブルス 1組＝
1600 円（中学生 800円）
申込と詳細　2月 11日までに
市卓球協会・岩野☎058-382-
5522

卓球選手権大会
【あすなろ・ぽぷら展】
　陶芸、手芸などの作品を展示
販売します。
期間　2月 2日～6日　9:00～
17:00（6日は 15:00 まで）
場所　喫茶＆街かど展示館　宙
（SORA）（鵜沼山崎町 1）
【健康相談】
日時　2月 8日（火） 13:00 ～
相談員　理学療法士、作業療法
士、栄養士、保健師
申込と詳細　事前に電話で福祉
の里☎ 058-370-7500

福祉の里
2月の催し

学童保育
指導員を募集

期間　4月１日～平成24年3月
31日
時間　小学校放課後～17:00（延
長時間実施室は18:00まで、夏
休みなどは 8:00 ～）
勤務場所　市内の学童保育室
対象　保育士・幼稚園教諭・教
員免許（小中高いずれでも可）
をお持ちの 60歳以下の方
募集人員　若干名（選考）
申込と詳細　市販の履歴書、上
記免許の写しを持参し、子育て
支援課☎ 058-383-1555

日時　月・水・金曜日　13:00～
17:00
場所　産業文化センター 7 階
相談室（那加桜町 2）
対象　不登校・不登校傾向、集
団になじめないなどでお悩みの
市内在住小中学生の保護者
詳細　事前に電話であすなろ相
談室☎ 058-383-1487

臨床心理士による
不登校などの相談
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    各務原市役所代表☎ 058-383-1111　ウェブサイト　　http://www.city.kakamigahara.lg.jp
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　お子さんと一緒に英語絵本の
世界を楽しみませんか。事前の
申込は不要です。
日程　 ▽1月21日、2月18日、3月
11日のいずれも金曜日　10:20～
10:40 ＝総合福祉会館（那加桜
町2） ▽1月25日、2月15日、3月
8日のいずれも火曜日　14:00～
14:20 ＝陵南福祉センター（鵜
沼朝日町 2）
対象　幼児とその保護者
定員　15組程度（当日会場受付）
詳細　観光文化課内各務原国際
協会事務局☎ 058-383-1426

英語絵本
読み聞かせ会

　岐阜基地に対する意見・要望
を運営に反映させるため、モニ
ターの方を募集します。
対象　各務原市、岐阜市、犬山
市、江南市、笠松町、岐南町、
扶桑町、大口町に在住の 20歳
以上 60歳未満の方
定員　10人（抽選）
内容　盆踊り、航空祭、基地見
学などへの参加、会議出席、ア
ンケート調査の協力
申込と詳細　1月 31 日（消印
有効）までに封書で「住所、氏
名（ふりがな）、生年月日、職
業、電話番号、応募動機」を明
記し〒 504-8701 那加官有地
無番地、航空自衛隊岐阜基地第
2 補給処基地渉外室広報係☎
058-382-1101

運営に活かします
岐阜基地モニター募集

　デジタルカメラからパソコン
への画像データの取り込みや管
理方法、CDへの保存方法など
を学びます。
日時　１月27日（木）13:00～
15:00
場所　川島ライフ
デザインセンター
（川島河田町）
対象　パソコン初心者
定員　15人（申込順）
費用　500円（当日支払）
持参品　ノートパソコン、デジ
タルカメラ（本体・取扱説明書・
付属ケーブル類）、筆記用具
申込と詳細　1月18日～川島ラ
イフデザインセンター☎0586-
89-3686

デジカメ
データ取り込み講座

交通事故発生状況
(前年比)

 人身事故   1013 件     ＋ 8 件
 死者　　　      6 人     － 1 人
 負傷者　   1393 人   ＋ 44 人
 物損事故   5004 件  　＋ 97件
 ( 平成 22年 12月 26日現在 )

　市内の公園など各種施設で施
設管理を行う嘱託職員を募集し
ます。
試験日　第１次試験（作文）＝ 2
月 9日 (水)
対象　市内在住の方
募集人員　4人程度
雇用期間　4月 1 日～平成 24
年 3月 31 日 ( 原則１年間、継
続の場合あり )
内容　市民公園などの施設管理
業務
受付期間　１月17日～28日 ▽

職員課窓口＝8:30～17:15（土・
日曜日を除く） ▽郵送＝ 1 月
28日必着
申込用紙の交付　

△

窓口＝職員
課（市役所 3階）、川島振興事
務所、市民サービスセンターで
交付

△

郵送＝封筒表に「申込書
請求」と朱書し、80円切手をはり
返信先を明記した定形封筒と連
絡先を明記したものを同封し、
職員課へ

△

市ウェブサイト＝申
込書・受験票をＡ４白紙に印刷
申込と詳細　所定の申込書・受
験票に必要事項を記入し写真を
はり ▽窓口＝職員課に提出 ▽郵
送＝封筒表に「受験申込」と朱
書きし、80円切手をはって返信先
を明記した定形封筒を同封し、
〒504-8555那加桜町1-69、市
役所職員課☎ 058-383-1450

施設管理職員募集

DIGITAL

　各務原が舞台の
NHK 岐阜開局 70
周年記念ドラマ「恋
するキムチ」。放送
当日、大型スクリー
ンでドラマを上映
します。参加者には各務原キム
チ鍋のふるまいもあります。
日時　2月18日（金）19:30～
（キムチ鍋ふるまい　18:00～）
場所　産業文化センター1階エ
ントランスホール（那加桜町 2）
定員　300人（抽選）
申込　1月28日（必着）までに、往
復はがきに「全員の氏名、ふりが
な、郵便番号、住所、電話番号」
を明記し、〒504-8555那加桜
町1-69、観光文化課へ。抽選後、
当選者に通知を送付します。
備考　 ▽はがき1枚につき2人
まで ▽キムチ鍋の受け取りには
当選通知のはがきが必要
詳細　観光文化課☎ 058-383-
1042

みんなで観よう！
「恋するキムチ」

主演の貫地谷しほり・
ユナク　
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要介護認定を
受けた方の税控除

【障害者控除】
　65 歳以上の要介護認定を受
けている方で、障がいの程度が
障がい者に準ずる方は、障害者
控除の適用が受けられます。た
だし、控除を受けるためには、
福祉事務所長の「障害者控除対
象者認定書」が必要です。
　認定書は、個々の日常生活自
立度などを確認し、交付します。
ただし、所得税、市県民税が非
課税の方または身体障害者手帳
などをお持ちの方で、同等の控
除が受けられる方はこの認定書
は必要ありません。
【医療費控除】
　要介護認定を受けている方
で、確定申告で、おむつ代を医
療費控除の対象とする場合、初
回は医師による「おむつ使用証
明書」が必要ですが、２年目以
降の方はおむつ使用証明書の代
わりに市町村長の発行した書類
（主治医意見書記載事項証明書）
で医療費控除を受けることがで
きます。
　市では本人や家族などの申請
に基づき、主治医意見書の記載
内容で確認できた場合に限り、
記載事項証明書を交付します。
詳細　高齢福祉課☎ 058-383-
1970

日時　2月4日（金）　13:30～
15:30
場所　総合福祉会館(那加桜町2)
対象　65歳未満の障がい者 (身
体・知的・精神 )の方や家族
内容　主に布をたたむ軽作業体
験、就労に関する個別相談あり
申込と詳細　地域活動支援セン
ターザールせいすい☎ 058-23
5-6080

障がい者就労体験と
就労相談

保険料納付済額の
お知らせを送付

　平成 22年中に納付された国
民健康保険料、介護保険料、後
期高齢者医療保険料の「保険料
納付済額のお知らせ」を 1 月下
旬に送付します。所得税の確定
申告、または市民税・県民税の
申告の際に社会保険料控除の参
考資料としてご利用ください。
詳細　

△

国民健康保険料＝医療
保険課☎ 058-383-1112

△

後
期高齢者医療保険料＝医療保険
課☎ 058-383-1128

△

介護保
険料＝高齢福祉課☎ 058-383-
1778

後期高齢者医療
保険料の納付方法

　納付には年金天引による「特
別徴収」、納付書や口座振替に
よる「普通徴収」があります。
75 歳で後期高齢者医療に加入
した年度は普通徴収となり、一
部の方は次年度以降も普通徴収
となる場合があります。市役所
からの通知書を確認し、納め忘
れがないようお願いします。
　普通徴収の方で口座振替を希
望される場合は金融機関での手
続きが必要です。今まで国民健
康保険料を口座振替で納付して
いた方も、新たに口座振替の手
続きが必要です。
詳細　医療保険課☎ 058-383-
1128

母子・父子家庭に
入学祝金

　市は、母子・父子家庭などの
児童が小・中学校へ入学する際
に祝金を支給します。
対象　平成 23年 4月 1日を基
準とし、下記のすべてに該当す
る方

△

母子および寡婦福祉法に
定める「配偶者のない女子およ
び男子」

△

市の住民基本台帳ま
たは外国人登録原票に登録さ
れ、引き続き１年以上市内に住
所を有し、小・中学校に入学す
る児童がいる方
入学祝金　１万円
申込と詳細　2月15日（必着）ま
でに戸籍謄本（児童扶養手当、母
子医療受給者は不要）を添付して
子育て支援課☎058-383-1131

母子家庭の方へ
修学資金など貸付

　県では、母子家庭のお子さん
の進学などで必要な資金の貸し
付けをしています。進学先が確
定していない方も申請できます。
貸付金額　下表のとおり
貸付利息　無利子
備考　原則として保証人が必要
申込と詳細　3月15日までに子
育て支援課☎ 058-383-1131
資金の種類 貸付限度額

修
学
資
金（
自
宅
通
学
）

高校 国公立
私　立

月額 1 万 8千円
          　３万円

高専 国公立
私　立

   　 2 万 1千円       
   　 3 万 2千円

短大・
専門学校

国公立
私　立

    　4 万 5千円       
    　5 万 3千円

大学 国公立
私　立

       4 万 5千円       
    　5 万 4千円

専修 　    　　３万円
就
学
支
度
資
金（
自
宅
通
学
）

小学校      3 万 9500 円
中学校   　4万 6100 円

高校
高専

国公立
私　立

       7 万 5千円
  　       41 万円

短大
大学

国公立
私　立

  　       37 万円
  　       58 万円

修業施設   　　      9 万円
就職支度資金

（通勤用の自動車購入）
  　       10 万円
　　    （32 万円）

修業資金
（車の免許取得）

 月額  6 万 5千円
　　　  （46 万円）  

日時　3月1日（火）　14:00～
15:00
場所　視聴覚ホール（中央図書
館 4階）
対象　自宅に浄化槽を設置して
いる方
詳細　岐阜振興局環境課☎058-
264-1111

浄化槽維持管理
説明会を開催
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①風船で楽しく作ろう：バルー
ンアート
　かわいい人形や
動物を、誰でも楽
しく作れます。
期日　3月 5日（土）　
費用　受講料 300 円（小中学
生 100円）、材料費 100円
定員　20人
②お部屋を彩るグラスアート
　ステンドグラスの雰囲気を持
つクラフトです。
期日　3月 12日（土）
費用　受講料 300 円、材料費
1500 円
定員　15人
③春の和菓子づくり
　季節感ある和菓子を作ります。
期日　３月２日、９日、16 日
いずれも水曜日（全 3回）
費用　受講料 900 円、材料費
2000 円
定員　24人
④春を楽しむ山歩き
　春の花を楽しみながら鳩

はとぶきやま

吹山
を歩きます。
期日　3月 29日（火）
集合場所　可児川下流
域自然公園（可児市土
田）
費用　420円（保険料含）
持参品　弁当
定員　20人
【共通事項】
時間　9:30～11:30（④のみ
9:00 ～ 14:00）
対象　成人（①は親子、小中学
生も参加可）
場所　西ライフデザインセンター
（那加桜町 2、④は現地）
申込と詳細　2月12日14:00～
費用を持参し西ライフデザイン
センター（14:00 の時点で定員
を超えた場合、その場で抽選）
☎ 058-383-1121

西ライフデザインセンター

春の短期講座
①デジカメ写真の上手な取り扱い
　デジタル写真の基礎から補正
やアルバム作りなどを学びます。
期日　2月 18日（金）
持参品　USB メモリー、デジ
タルカメラと接続用ケーブル
②ワードでチラシづくり
　ワードの各種機能を使い会合
の案内やチラシ作成を学びます。
期日　2月 25日（金）
持参品　USBメモリー
③体力向上体操
　いつまでも若々しい体を保つ
ため、ストレッチングやトレー
ニング法などを学びます。
期日　3月 1日（火）
持参品　タオル、飲み物、運動
ができる服装
【共通事項】
時間　①・②＝13:00～ 17:00
③＝13:30 ～ 15:30
場所　中央ライフデザインセン
ター（蘇原中央町２）
対象　①・②＝パソコンで文書
入力ができる方③＝中高年の方
定員　20人（③のみ 35人）
費用　500円（③のみ 300円）
申込と詳細　1月 21日 9:30～
費用を持参し中央ライフデザイ
ンセンター（9:30 の時点で定
員を超えた場合、その場で抽選）
☎ 058-389-1820

中央ライフデザインセンター

地域活動支援講座

　「コスモス花いっぱい絵画展・
写真展」に応募された作品の展
示会を開催します。ぜひお立ち
寄りください。
期間　1月15日（土）　12:00～
21日（金）16:00
場所　産業文化センター 1 階
かかみがはら 21プラザ
詳細　総務課☎058-383-1111
内線 2208

コスモス花いっぱい
絵画展・写真展

　平成 23年度中学校へ入学さ
れるお子さん (平成 10年 4月
2日～平成11年4月1日までに
生まれた方 )のご家庭に、入学通
知書を１月中にお届けします。
　入学通知書が１月中に届かな
い場合や、次のような場合は学
校教育課までご連絡ください。△

国立、私立の中学校、特別支
援学校などの中学部へ入学され
る場合

△

住所、氏名などに誤り
があった場合

△

住所などを変更
された場合、または入学日まで
に住所などを変更される予定が
ある場合

△

他の市町村発行の入
学通知書をお持ちの場合

△

病気、
その他やむを得ない理由のた
め、就学猶予・免除を希望する
とき
詳細　学校教育課☎ 058-383-
1118

中学校の入学通知書

　昭和 40 年の岐阜
国体当時の思い出と
写真を募集します。
応募された文章と写
真は、ぎふ清流国体・
ぎふ清流大会ホームページや広
報紙への掲載や、「ミナモのお
みせ（岐阜市アクティブG内）」
へ掲示します。
募集内容　 ▽文章＝ 400 字程
度、上限 1200 字 ▽思い出にま
つわる写真（文章だけでも可）
申込と詳細　応募用紙（http://
www.gifukokutai2012.jp/ よ
りダウンロード可）または任意
の書式に「住所、氏名、性別、生年
月日、電話番号」を記入のうえ、
文章と写真を添付して〒 500-
8570岐阜市薮田南2-1-1、ぎふ
清流国体・ぎふ清流大会実行委
員会事務局☎ 058-272-8809

岐阜国体の思い出を
お寄せください

ミナモ
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　総合福祉会館周辺の市の有料
駐車場を利用し、2時間を超え
た方に駐車料補助券をお渡しし
ます。
対象となる健診など　広報紙の
記事の備考欄に記載
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

健康診査などに駐車料補助

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

医療機関 詳細

休日に
急病のとき

 2 月の休日急病診療所
 ☎ 058-383-9151
 （受付時間中のみ）

 那加桜町2、総合福祉会館内 /6（日）・11（祝・金）・13（日）・20（日）・ 
 27（日）　
 いずれも 9:00 ～11:30、13:00 ～ 15:30/ 小児科・内科

 2月の歯科救急当番

  6 日（日）/苅谷歯科医院☎ 058-382-0279/ 小佐野町 6
 13 日（日）/いちょう通り歯科☎ 058-383-8030/ 蘇原瑞雲町 4
 20 日（日）/北山歯科医院☎ 058-384-4180/ 鵜沼西町 3
 27 日（日）/小島歯科医院☎ 0586-89-3881/ 川島松倉町
  いずれも9:00 ～15:00（開設日の診療時間中のみ）

夜間に
お子さんが
急病のとき

 小児夜間急病センター
 ☎ 058-251-1101

 岐阜市鹿島町 7-1( 岐阜市民病院内 )/月～土曜日 (祝日除く)
 19:30 ～23:00( 受付は 22:30 まで )/ 小児科 (対象は 15歳以下 )

 岐阜市休日急病診療所
 ☎ 058-253-7711

 岐阜市青柳町 5-3/ 日曜日・祝日　
 19:00 ～23:30( 受付は 23:00 まで )/ 小児科・内科

 小児急病センター
 ☎ 058-246-1111

 岐阜市野一色 4-6-1( 岐阜県総合医療センター救急外来 )　
 小児科 (対象は 15歳以下 )

休日や夜間などの急病のときは

日時　2月10日（木）13:30 ～
14:30（予約制）
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
申込と詳細　岐阜保健所☎058-
380-3004

精神科医による
こころの健康相談

期日　2月 23日（水）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　平成 21 年 2 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　コップ、子どもの歯ブ
ラシ、タオル、母子健康手帳、
歯の健康手帳、2歳児歯科教室
問診票（記入して持参）
備考　駐車料補助あり
詳細　健康管理課☎058-383-
1116

2 歳児歯科教室

期日　2月 28日（月）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

のびのび測定

期日　2月 15日（火）　 
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館(那加桜町2)
対象　中高年の方
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査
持参品　健康手帳
備考　栄養、歯科相談あり（要
電話予約）
申込と詳細　健康管理課☎058-
383-1115

2 月の健康相談 ことばの相談

　ことばや行動などに心配のあ
るお子さんの相談を行います。
日時　2 月 4 日（金）　9:30 ～
11:00（予約制）
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
備考　駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎058-
383-1116

対象　 ▽ 1期＝1～2歳未満 ▽

2 期＝幼稚園（保育所）年長児
（平成 16年 4月 2日～平成 17
年 4 月 1 日生） ▽ 3 期＝中学
１年生（平成 9 年 4 月 2 日～
平成10年4月1日生） ▽ 4期＝
高校 3 年生に相当する年齢の
方（平成 4 年 4 月 2 日～平成
5年 4月 1日生）
実施期間　3月 31 日まで（１
期は年間を通して）。3 期・4
期の方は実施期間がすでに終了
しているため、事前に健康管理
課へご連絡ください。
実施場所　市内指定医療機関
備考　予診票兼接種券がない方
は、母子手帳を持参し、健康管
理課へ
詳細　健康管理課☎058-383-
1116

麻しん・風しん
予防接種
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日時　2月 17日（木）
9:30～11:30
場所　総合福祉会館
（那加桜町２）
対象　分娩予定日が平成 23年
5月 1日～ 6月 30日の妊婦
内容　母と子の制度、母乳育児
の勧め、妊婦体操、リラックス
法、グループワーク
持参品　母子健康手帳、妊娠届
出時にお渡しした資料、筆記用具
備考　 ▽夫の参加可能 ▽動きや
すい服装 ▽駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎058-
383-1116

マタニティ－広場 2

【3D基礎Works】
期日　1月20日～21日（2日間）
費用　3万 9200 円
【設計基礎知識】
期日　1月 25日（火）
費用　1万 6800 円
【2D応用 Auto】
期日　1月27日～28日（2日間）
費用　3万 3600 円
【共通事項】
備考　▷費用は県内の方（大企
業は除く）▷市の補助制度あり
申込と詳細　VRテクノセンター
☎ 058-379-6370

テクノプラザ
ＣＡＤ研修

登録はお電話で
不用品交換銀行

【使ってください】△

自転車補助シート（前乗せ）△

シャワーチェア
【さがしています】△
各種自転車

△

石油ストーブ

△

顕微鏡

△

農機具（クワなど）

△

脚立
備考　

△

12月24日現在の状況

△

有効登録期間は 3カ月
詳細　環境政策課☎ 058-383-
4230

償却資産の申告は
1月 31日までに

　申告内容が前年と同じ場合、
該当資産がない場合、廃業した
場合も申告が必要です。
　また、用紙が届いていない方
で、新しく資産を購入、または
新規で事業を開始された方は、
下記までご連絡ください。
申告期限　1月 31日（月）
対象　土地・家屋以外で事業を
営むために所有する資産（構築
物、機械、船舶、航空機、特殊
自動車など、器具・備品）
詳細　税務課☎058-383-4740

新成人を狙う
悪質商法

　法律上、自己責任で契約でき
る 20歳を過ぎると、いろいろ
な電話勧誘を受けます。
　中にはキャッチセールスやマ
ルチ商法など、悪質業者により
若者に多く被害が出ているもの
もあります。
　こうした問題でお困りのとき、
また無条件解約（クーリングオ
フ）のご相談など、早めに市民
活動推進課☎ 058-382-7110
へご相談ください。

ご活用ください
市の小口融資制度

　保証料の全額補助は3月の審
査分までです。申込はお早めに。
対象　以下すべてを満たす方△

市内に 1 年以上住所を有し
同一事業を 1年以上営む

△

常
勤従業員が 20人以下

△

県信用
保証協会の保証対象業種を営む△

市税を完納している

△

過去の
借入実績などが優良で計画的な
返済が可能
資金使途　運転資金、設備資金、
運転設備資金
融資額　1250 万円以内
融資期間　8年以内（運転資金
は 5年以内）
貸付利率　

△

県信用保証協会の
保証残高が1250万円を超える
場合またはサービス業で従業員
が 6人以上の場合=年 1.15％△

上記以外=年 0.75％
保証料率　0.45％～ 2.2％
返済方法　元金均等月賦返済ま
たは一括返済
備考　

△

連帯保証人は原則不要
（経営状況などにより必要な場
合あり）

△

利子・保証料は条件
により市から補助あり
詳細　商工振興課☎ 058-383-
9912

23年度学童保育室
入室児童の受付

　学童保育は小学校低学年を対
象に、指導員のもと友達と一緒
に遊んだり生活したりする場で
す。
対象　下校後、家庭の事情によ
り子どもだけになる新 1 ～ 3
年生の児童
備考　

△

両親にかわるべき人
（祖父母など）がいる場合は入
室できません

△

5 人以上の延
長希望者がある場合、延長保育
（18:00 まで）を実施します

△

申請書は子育て支援課にあるほ
か、市ウェブサイトからもダウ
ンロードできます
申込と詳細　申請書に、父母な
どの就労証明書などを添付し、
2月1日～28日（必着）に子育
て支援課☎ 058-383-1555

おめでとうございます
バレーボール結果

【冬季ソフトバレーボール大会
兼交流大会　優勝チーム】
混成１部　さわかみA、石山（Y）、
NEO（北方町）、ピュアーズB
混成２部　石山（A）
女子の部　石山クラブ
詳細　スポーツ課☎ 058-383-
1231
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●中央図書館／〒 504-0911 那加門前町 3-1-3（市民公園内 )／1月 12、17、21、24、31 日、2月 7、
14、15、21～ 25日、28日は休館
　1・2・4階＝図書館本館☎ 058-383-1122　3階＝埋蔵文化財調査センター☎ 058-383-1123
●もりの本やさん☎ 058-370-7175／鵜沼字石山／中央図書館に同じ休業と 1月 19、20日
●中央ライフデザインセンター図書室☎ 058-389-1820 ／蘇原中央町 2-1-8／もりの本やさんに同じ休業
●川島ほんの家 (川島会館内 ) ☎ 0586-89-2811 ／川島松倉町 1951-4／中央図書館に同じ休業
●河川環境楽園自然発見館☎ 0586-89-7022 ／川島笠田町／第 2月曜日休業 (祝日の場合はその翌日 )
●川島ふるさと史料館 (川島会館内 )☎ 0586-89-2811／川島松倉町 1951-4／月曜日、祝日の翌日休業
●市民会館・文化ホール☎ 058-389-1818 ／蘇原中央町 2-1-8／月曜日 (祝日を除く )

川島ふるさと史料館
0586-89-2811

所在地・休業日／下記に記載

●企画展「なつかしの教科書展」

　夢中で校庭を駆け回った
あの頃にタイムスリップ !
市民の皆さんから寄贈され
た教科書などで当時の小中
学校風景を振り返ります。
日時／１月 27日～ 2月 13日　9:00 ～ 16:00
場所／川島会館 2階ロビー
内容／

△

明治～平成までの小中学校教科書約 70点△

学校の様子を紹介する写真パネル約 30点ほか

●第 3回 YOUNGワンコインコンサート

  市内在住、出身で、音楽家を目指してがんばって
いる若い方たちによるフレッシュなコンサートです。
日時／ 2月 13日（日）　14:00 ～
場所／文化ホール (蘇原中央町 2)
費用／一般100円、高校生以下無料(チケット必要)
詳細／観光文化課☎ 058-383-1042

川島ライフデザインセンター
0586-89-3686

●晴れの日を ステキな写真で残そう
　卒業や入学など一生に一度しかない「晴れの日」。
カメラのコツを覚えて、ワンランク上の写真を残そう！
日時／ 2月 8日（火）　13:00 ～ 15:30
対象／卒業生・卒園児を持つ保護者
定員／ 20人（申込順）
講師／デジタルフォト悠友会
費用／ 300円 ( 当日支払 )　
申込と詳細／ 1月 18日～電話か直
接、川島ライフデザインセンター

所在地／川島河田町 1028-1
休業日／月曜日

音楽の街　各務原音楽の街　各務原

●瞑想の森コンサート　　　　　　　　
「春の癒しを感じて～森の音色～」

　愛知県を中心に活動中の
キュートな 2人。その笑顔と、
自然の温もり溢れる演奏にいや
されてみてはいかがですか。
日時／3月 5日（土）　13:30 ～
14:30（開場 13:00）
場所／瞑想の森 市営斎場（那加扇平 2）
出演／ eju ～ eri&junko ～　安藤衣里（バイオリ
ン）、夏目順子（ピアノ）
主な曲目／フィギュアスケート使用曲より「チャー
ルダッシュ」、スタジオジブリより「いのちの名前」
「風の通り道」、ピアノとバイオリンのための組曲よ
り「ニーグン」（ブロッホ作曲）
定員／約 120人（申込順）
申込と詳細／ 2月 7日～電話で観光文化課☎ 058-
383-1042

●小椋佳「歌談の会」

 　「シクラメンのかほり」など
数々のヒット曲の作曲者である
シンガーソングライター・小椋
佳。。「歌談の会」は、心に浮か
んだ話題をゆったりと語り、気
の向いた曲を歌いつづってい
く、コンサートでもなく講演会でもない、小椋佳に
よる歌と語りのショーです。
日時／3月 12日（土）　開演 18:00 ～ ( 開場 17:30)
場所／市民会館 (蘇原中央町 2)
出演者／小椋佳ほか
入場料／全席指定 4500円
チケット販売所／市民会館、観光文化課、東ライ
フデザインセンター、川島ライフデザインセン
ター、マーサ 21、サンサンシティマーゴ、サーク
ル K、サンクス、セブンイレブン、チケットぴあ（☎
0570-02-9999、Pコード 125-227）
備考／未就学児の入場はご遠慮ください
詳細／市民会館☎ 058-389-1818
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所在地・休業日／右ページに掲載

中央図書館 
058-383-1122

●あきやまただし絵本ライブ
　絵本作家あきやまただし
さんが、自作の絵本の読み
聞かせやギターの弾き語り
で、絵本や読書の楽しみを
子どもたちに伝えます。
日時／ 2月 5日（土）　14:00 ～ 15:00
場所／那加福祉センター（那加雲雀町 15）
対象／小学生以下の子どもとその保護者
定員／ 300人（要整理券）
申込と詳細／ 1月 20 日の 10:00 ～整理券を中央
図書館で配布。整理券の電話予約も受け付けます
(家族分のみ同時申込可 )。

●図書館展示コーナー
◆中央図書館
「防災・ボランティアの本展」1月 23日まで
「冬の本展」1月 18日～ 2月 13日
◆川島ほんの家　　
「科学技術立国日本」1月 22日～ 2月 20日
◆もりの本やさん
「からだ・けんこうのえほん」1月 22日～ 3月 3日
「冬のえほん」3月 3日まで
「寒い冬をあたたかく過ごす本」3月 3日まで
◆中央ライフデザインセンター図書室
「今だから読めるベストセラー」2月 26 日～ 3月
31日

● 3階展示ホール
◆今井厚子作品展「伊勢型紙源氏物語への誘い」
日時／ 2月 2日～ 6日　9:00～17:00（ただし6日
は16:00まで )
詳細／今井☎ 090-9185-6822　　

移動図書館さつき号
中央図書館 058-383-1122

● 2月の日程

市民会館・文化ホール
058-389-1818

●市女性芸能のつどい
　市内の女性グループが、練習の成果を披露します。
2月 2日（水）　10:30 ～　文化ホール
詳細／男女輝き推進室☎ 058-383-1361

1
（火）

9:40 ～ 10:10 真墨田神社
10:30 ～ 11:00 貞照寺
13:30 ～ 14:00 加佐美神社
14:30 ～ 15:00 柿沢ふれあいセンター

2
（水）

9:40 ～ 10:20 つつじが丘ふれあいセンター①
10:40 ～ 11:10 鵜沼台中央公園
13:30 ～ 14:10 尾崎サービスセンター前①
14:30 ～ 15:10 東海学院大学短期大学部南

3
（木）

9:40 ～ 10:10 清住町公民館
10:40 ～ 11:10 月丘団地西側
13:30 ～ 14:00 JA西市場跡地
14:20 ～ 15:00 尾崎公園北側

4
（金）

9:40 ～ 10:10 鵜沼東福祉センター
10:30 ～ 11:10 新鵜沼台コミュニティーセンター①
13:30 ～ 14:00 稲羽東福祉センター
14:20 ～ 15:00 東ライフデザインセンター①

8
（火）

9:30 ～ 10:00 川島笠田町公民館
10:20 ～ 11:10 川島振興事務所西駐車場
13:30 ～ 14:00 大佐野町公民館
14:20 ～ 15:00 三井山官舎①

9
（水）

9:40 ～ 10:10 東山ニュータウンふれあい集会所
13:30 ～ 14:00 成清町公民館
14:20 ～ 15:00 稲羽西福祉センター

10
（木）

　9:30 ～ 10:00 尾崎南公園
10:20 ～ 11:00 琴が丘ふれあい会館
13:40 ～ 14:10 丸子公園南側
14:40 ～ 15:10 鵜沼福祉センター

11
（金）

9:30 ～ 10:00 那加地区体育館
10:30 ～ 11:00 尾崎サービスセンター前②
13:40 ～ 14:20 つつじが丘ふれあいセンター②
14:40 ～ 15:10 緑苑パブリックセンター南側

16
（水）

9:40 ～ 10:10 山の前公民館
10:30 ～ 11:10 松が丘松田北公園
13:30 ～ 14:00 蘇原福祉センター
14:30 ～ 15:00 各務福祉センター

17
（木）

9:40 ～ 10:10 弓道場
10:30 ～ 11:10 東ライフデザインセンター②
13:35 ～ 14:05 各務原区コミュニティーセンター
14:30 ～ 15:10 新鵜沼台コミュニティーセンター②

18
（金）

9:30 ～ 10:20 三井山官舎②
10:40 ～ 11:10 稲羽ふれあいセンター
13:40 ～ 14:10 緑苑西公園
14:30 ～ 15:10 おがせ公園

3/1
（火）

9:40 ～ 10:10 大伊木町ふれあいセンター
10:40 ～ 11:10 鵜沼南町会館
13:30 ～ 14:00 大野町熊野神社
14:30 ～ 15:00 慈光園

所在地・休業日／右ページに掲載

河川環境楽園自然発見館
0586-89-7022

●講座「幼児のための自然体験って ?」
　幼児期の子どもに適した「学びとしての自然体験
とは」。事例を通してわかりやすく楽しく学べます。
日時／ 1月 23日（日）　10:00 ～ 15:00
対象／自然ガイドに興味のある成人
定員／ 30人（申込順）
講師／浜口祐子・森あそび本舗代表
備考／動きやすい格好でおこしください
申込と詳細／ 1月 22日 ( 必着 ) までに「参加者の
氏名、人数」を自然発見館へ

所在地・休業日／右ページに掲載
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み
ん
な
の
広
場
●

川島ライフ
デザインセンター講座

●
さ
く
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）７
６
１
３

総
合
福
祉
会
館
２
階
（
那
加
桜

町
２
） 

木
・
祝
日
休

●
あ
さ
ひ
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
０
）
０
５
０
０

鵜
沼
朝
日
町
３　

月
・
祝
日
休

●
う
ぬ
ま
東
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
９
）
１
１
７
７

鵜
沼
東
町
６　

木
・
祝
日
休

●
そ
は
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）
５
２
８
５

蘇
原
野
口
町
１　

月
・
祝
日
休

●
か
わ
し
ま
子
ど
も
館

☎
０
５
８
６（
８
９
）２
６
３
４

川
島
松
原
町
４
０
５
の
５

土
・
日
・
祝
日
休
館

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
イ
ベ
ン
ト
「
さ
く
ら
子
ど
も

館
ま
つ
り
」

日
時　

2
月
13
日
（
日
）
10
時

30
分
〜
12
時

場
所　

総
合
福
祉
会
館
3
階
研

修
室
・
集
会
室
・
遊
戯
室

内
容　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
体
操
、

お
ひ
な
さ
ま
に
へ
ん
し
〜
ん
、

自
動
販
売
機
、乗
り
も
の
遊
び
、

ま
と
あ
て
、
た

ま
ご
っ
ち
め
い

ろ
、
つ
く
っ
て

あ
そ
ぼ
う
、
魚

つ
り
、大
型
ボ
ー

ル
プ
ー
ル
な
ど

●
イ
ベ
ン
ト
「
あ
さ
ひ
子
ど
も

館
ま
つ
り
」

日
時　

２
月
20
日
（
日
）
10
時

30
分
〜
12
時

場
所　

あ
さ
ひ
子
ど
も
館

内
容　

お
た
の
し
み
劇
場
、
つ

く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
、
ス
マ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
フ
リ
ス
ビ
ー
、
た
ま

い
れ
あ
そ
び
、
ジ
ー
ジ
ー
さ
ん

と
あ
そ
ぼ
う
な
ど

●
２
月
の
移
動
子
ど
も
館

日
時　

２
月
８
日
（
火
）

10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

尾
崎
中
央
ふ
れ

あ
い
会
館
（
尾
崎
西
町

１
）

対
象　

地
域
の
乳
幼
児

親
子

内
容　

▽
み
つ
け
て
あ
そ
ぼ
＝

親
子
で
好
き
な
お
も
ち
ゃ
な
ど

を
み
つ
け
て
自
由
に
遊
び
ま
す

▽
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
＝
体
操
・

手
遊
び
・
季
節
の
歌
・
紙
芝
居

な
ど

備
考　

▽
乳
幼
児
の
み
で
の
入

館
は
で
き
ま
せ
ん
▽
育
児
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
い

　

先
日
、「
ア
ク
ア
マ
イ
ス
タ
ー

に
な
ろ
う
」
の
修
了
式
で
、
淡

水
魚
豆
博
士
「
ア
ク
ア
マ
イ
ス

タ
ー
」
の
認
定
証
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
ア
ク
ア
・

ト
ト 
ぎ
ふ
で
月
に
1
回
、
生

物
や
自
然
に
つ
い
て
水
族
館
の

方
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
実
際

に
外
で
活
動
を
し
ま
す
。
今
ま

で
に
、
館
内
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

木
曽
川
で
魚
釣
り
や
、
川
原
で

自
然
観
察
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
特
に
印
象
に
残
っ
た

の
が
、
水
族
館
の
方
か
ら
生
で

食
べ
ら
れ
る
ド
ン
グ
リ
を
教
え

て
も
ら
い
実
際
に
食
べ
て
み
た

り
、
ド
ン
グ
リ
団
子
を
作
っ
た

こ
と
で
す
。生
の
ド
ン
グ
リ
は
、

甘
い
ピ
ー
ナ
ツ
の
よ
う
で
お
い

し
か
っ
た
で
す
。
ド
ン
グ
リ
団

子
は
、
き
な
こ
や
、
ハ
チ
ミ
ツ

を
か
け
て
食
べ
ま
し
た
。
も
ち

も
ち
と
し
て
い
て
、
中
に
ド
ン

グ
リ
の
カ
リ
カ
リ
と
し
た
食
感

が
あ
り
、お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

他
に
は
、
田
ん
ぼ
を
見
学
し

た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
田
ん
ぼ
に
は
お
た
ま
じ
ゃ

く
し
や
カ
エ
ル
や
ア
メ
ン
ボ
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、
中
に

は
突
然
変
異
で
変
化
し
た
、
白

い
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
い
ま
し

た
。
白
い
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が

い
る
な
ん
て
、
思
っ
て
も
み
な

か
っ
た
の
で
、
す
ご
く
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
を
通
し
て
、
ぼ
く

た
ち
が
住
ん
で
い
る
身
近
な
と

こ
ろ
に
も
、
た
く
さ
ん
の
生
物

や
植
物
が
い
る
こ
と
を
勉
強
し

ま
し
た
。

　

で
も
、
外
来
種
が
外
国
か
ら

入
っ
て
き
た
り
環
境
が
変
わ

り
、
数
が
減
っ
て
い
る
生
物
も

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
在
来
種
の
植
物
や

生
物
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う

に
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
事
を
勉

強
し
て
い
き
た
い
で
す
。

文
・
那
加
第
一
小
学
校
５
年 

阪
井
郁ふ

み

弥や

さ
ん

「アクアマイスターに
なろう」を受講して
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今
月
、１
人
の
青
年
が
各
務

原
か
ら
海
外
へ
渡
る
。「
不
安

よ
り
、
期
待
の
方
が
何
十
倍
も

大
き
い
」と
語
る
そ
の
人
は
、

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
パ
ナ

マ
共
和
国
チ
リ
キ
県
災
害
対
策

機
構
に
赴
任
す
る
松
垣
さ
ん
。

　

協
力
隊
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

の
国
際
貢
献
。
そ
ん
な
活
動
は

こ
れ
ま
で
に
も
続
け
て
き
た
。

昨
年
は
ス
ペ
イ
ン
語
を
操
り
、

市
の
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
、
市
在
住
の
ペ
ル
ー
人
に

日
本
語
を
教
え
て
い
た
。
レ
ッ

ス
ン
中
、
日
ご
ろ
話
す
機
会
が

な
い
母
国
語
を
、
嬉
し
そ
う
に

会
話
す
る
彼
ら
の
笑
顔
は
、
今

も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。

　

協
力
隊
の
存
在
を
知
っ
た
の

は
高
校
の
国
語
の
授
業
。単
身

で
発
展
途
上
国
へ
赴
き
、住
民

に
つ
く
す
姿
に
素
直
に
憧
れ

た
。十
数
年
の
時
を
経
て「
と
う

と
う
自
分
に
そ
の
役
目
が
巡
っ

て
き
た
」と
使
命
感
に
も
え
る
。

　

現
地
で
は
、
村
落
開
発
普
及

員
と
し
て
防
災
体
制
の
整
備
に

あ
た
る
。
中
米
は
、自
然
災
害

の
リ
ス
ク
が
高
い
地
域
。
消
防

職
員
と
し
て
約
６
年
半
、
防
災

の
現
場
に
携
わ
っ
て
き
た
自
身

の
経
歴
を
活
か
し
、
日
本
の
防

災
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る
。

　

特
に
力
を
注
ぎ
た
い
の
は

「
防
災
教
育
」。
日
本
は
世
界
で

も
火
災
件
数
が
少
な
い
国
。
イ

ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
る
の
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
住
民
の
災
害
へ

の
知
識
や
意
識
の
高
さ
ゆ
え
と

分
析
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現

地
で
も
住
民
と
直
接
ふ
れ
あ
い

「
２
年
の
任
期
後
も
、人
々
の
心

に
残
る
よ
う
に
」
と
願
う
。
ま

た
、趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
と
野
球
。

野
球
が
盛
ん
な
パ
ナ
マ
で
任
務

だ
け
で
な
く
、「
ス
ポ
ー
ツ
で

の
交
流
も
楽
し
み
」
と
若
者
ら

し
い
一
面
も
覗
か
せ
る
。

　

折
り
し
も
１
月
15
日
〜
21
日

は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週

間
」。
防
災
へ
の
松
垣
さ
ん
の

思
い
は
、
海
を
越
え
広
が
っ
て

い
く
。　

福祉の街
みんな集合

松倉西近隣ケアグループ松倉西近隣ケアグループ

「
災
害
で
苦
し
む
人
々
に
国
境
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　

現
地
で
尽
力
し
て
き
ま
す
」

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
パ
ナ
マ
へ
赴
任
す
る

　

松
垣
洋
平
さ
ん

　

私
た
ち
「
松
倉
西
近
隣
ケ
ア

グ
ル
ー
プ
」
は
、
平
成
20
年
に

地
元
の
有
志
３
人
で
結
成
し
、

現
在
３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

近
隣
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
で
は
近

所
付
き
合
い
が
希
薄
な
方
な

ど
、
見
守
り
が
必
要
と
さ
れ
る

方
へ
の
友
愛
訪
問
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
友
愛
訪
問
活
動

は
、
季
節
に
合
わ
せ
た
贈
り
物

に
手
紙
を
添
え
て
、
年
３
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
回
対
象
者
の
自
宅
を
事
前

に
訪
問
し
、
お
届
け
す
る
日
に

ち
と
内
容
に
つ
い
て
、
直
接
お

伝
え
し
て
当
日
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
宅
を

訪
問
す
る
回
数
が
増
え
、
早
く

打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
電
話
も
大
変
便
利
な
の
で

す
が
、
あ
え
て
顔
を
合
わ
せ
て

話
を
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
か

ら
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
な
ど

に
対
し
て
「
居
室
の
雨
戸
や

カ
ー
テ
ン
を
朝
夕
に
き
ち
ん
と

開
閉
す
る
こ
と
で
、
自
分
が
元

気
で
生
活
が
で
き
て
い
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
」
と

の
呼
び
か
け
も
あ
り
、
私
た
ち

は
日
ご
ろ
か
ら
外
に
出
る
時
、

そ
の
こ
と
を
気
に
か
け
な
が
ら

の
確
認
（
見
守
り
活
動
）
を
さ

り
げ
な
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
ケ
ア
活
動
は
、
ふ
だ
ん

か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
近
所

だ
か
ら
こ
そ
、
ち
ょ
っ
と
し
た

小
さ
な
変
化
に
も
気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
見
守
り
活
動
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
地
域
の
中
で
続

け
て
い
く
た
め
に
は
、
多
く
の

方
の
理
解
と
地
域
の
協
力
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
自
分
の
住
む
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
、
き
っ
と
楽

し
い
で
す
よ
。

詳
細　

高
齢
福
祉
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）１
７
７
９
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犬
山
祭
は
、
犬
山
城
の
ふ
も
と
に
あ
る
針は

り
つ
な綱
神
社
の

祭
礼
と
し
て
、
寛
永
12
年
（
１
６
３
５
）
に
始
ま
り
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
前
年
に
犬
山
が
大
火
に
見
舞

わ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
被
災
し
た
町
の
復
興
を

願
っ
て
開
催
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

13
の
山
車
と
か
ら
く
り
人
形

　

犬
山
祭
の
最
大
の
見
物
で
あ
り
特
徴
と
い
え
ば
、
7

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
さ
の
あ
る
13
輌
の
車
山
（
犬
山

で
は
ヤ
マ
と
呼
び
ま
す
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
車
山
で
演

じ
ら
れ
る
か
ら
く
り
人
形
で
す
。

　

13
輌
す
べ
て
の
車
山
に
か
ら
く
り
人
形
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
の
は
、
全
国
的
に
見
て
も
大
変
珍
し
く
、
犬
山

祭
と
か
ら
く
り
人
形
は
決
し
て
切
り
離
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
な
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
見
せ
る
か
ら
く
り

　

犬
山
祭
で
演
じ
ら
れ
る
か
ら
く
り
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

▲

倒
立
す
る
か
ら
く
り
人
形　

本
町
の
「
唐
子
遊
び
」

に
い
ろ
い
ろ
な
表
情
や
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば

人
形
が
ま
っ
た
く
別
の
も
の
に
早
変
わ
り
を
し
た
り
、

ブ
ラ
ン
コ
や
倒
立
を
し
た
り
、
楽
器
を
鳴
ら
し
た
り
。

人
形
が
大
技
を
決
め
る
と
、
観
客
か
ら
は
歓
声
と
拍
手

が
自
然
と
わ
き
起
こ
り
ま
す
。

　

細
か
な
演
技
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
息
の
合
っ
た
人

形
操
作
が
不
可
欠
な
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
伝
統
は
先

輩
か
ら
後
輩
へ
と
口
承
に
よ
り
伝
達
さ
れ
、
受
け
継
が

れ
て
き
た
も
の
で
す
。

数
百
年
前
か
ら
あ
っ
た
技
術

　

近
年
は
機
械
技
術
の
発
展
が
著
し
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

世
界
で
も
こ
れ
ま
で
に
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
高

度
な
シ
ス
テ
ム
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
に

比
べ
て
も
今
か
ら
数
百
年

も
前
の
時
代
に
、
こ
れ
ほ

ど
精
巧
な「
か
ら
く
り
」が

作
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
、

日
本
の
職
人
技
の
す
ご
さ

を
感
じ
ら
れ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

春
の
犬
山
祭
は
4
月
の

第
1
土
・
日
曜
日
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
匠
の
技
の
競

演
で
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。

文
・ 

犬
山
市
教
育
部 

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課

犬
山
祭
と
か
ら
く
り
人
形

■
表
紙
の
説
明

　

今
号
の
表
紙
は
須
衛
に
あ
る
「
天
狗

谷
遺
跡
」
で
す
。

　

市
の
北
部
に
は
焼
き
物
の
窯
跡
が
多

く
分
布
し
て
お
り
、「
須
衛
」
と
い
う
地

名
も
、鎌
倉
時
代
の
史
料
で
は
「
陶
器
所
」

と
い
う
漢
字
が
あ
て
ら
れ
る
な
ど
、
窯

業
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

天
狗
谷
遺
跡
は
昭
和
59
年
か
ら
60
年

に
か
け
て
発
掘
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
表

紙
の
写
真
は
、
須す

え

き
恵
器
や
陶
器
類
を
焼

い
た
窯
で
、
奈
良
時
代
と
平
安
時
代
の

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
窯
が
施
設
内
に

保
存
展
示
し
て
あ
る
ほ
か
、
古
墳
１
基

も
敷
地
内
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
通
常
、保
存
施
設
内
に
は
入
れ
ま
せ
ん

詳
細　

文
化
財
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）

１
４
７
５

犬山祭　山車総揃えの様子



　リレーメルヘン児童交流会

各務原養護学校プランター贈呈式　

　学びの森プロムナードイルミネーション

昔ながらの「餅つき大会」　
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小学生作家たちが大集合！
　友好都市福井県敦賀市と各務原市の児童が、前・
後編に分かれ、ひとつの物語を作り上げるリレーメ
ルヘン。今年度は敦賀市の児童が書いた前編を、各
務原市の児童が引き継いで 17編の物語を完成させ、
童話集を発行。産業文化センターあすかホールで交
流会を行いました。
　初めて顔を合わせ、緊張気味だった子どもたちも
しだいに打ち解け、会場はとてもにぎやかに。物語
の感想や疑問を話し合い、「発想がすごい。思いつ
かない」といった感想が聞かれました。(12月11日）

丹精込めて育てた花を飾って
　各務原養護学校園芸コースの生徒が、秋から育て
てきたパンジーのプランター 10基を中央図書館に
寄贈しました。
　贈呈式には生徒 9人が参加。コース長で 3年生の
佐藤麻

ま あ く

亜句さんが「利用する人にきれいだなと思っ
てもらえたらと大切に育てました」とあいさつした
後、黄色や白色、紫色のパンジーを図書館玄関前に
並べて飾りました。
　プランターの寄贈は年 2回。きれいな花が図書館
利用者を出迎えてくれます。　　　　(12 月 17日 )

おいしいおもちができたよ
　各務野自然遺産の森で、親子連れ約 60 人が参加
して「親と子の自然体験塾」講座・昔ながらの「餅

もち

つき大会」が行われました。
　自然体験塾のかまどで炊いたもち米を、子どもた
ちが慣れないきねに苦労しながら、交代でつき上げ
ました。自分たちでついたお餅に「やわらかくてお
いしい！」と大満足の様子でした。
　また、それぞれ自分用の鏡餅をつくり、きんかん
や自然遺産の森で採った「コシダ」で飾って完成さ
せました。　　　　　　　　　　　　(12 月 19日 )

冬を彩る光の並木道
　学びの森プロムナード（冬ソナストリート）で毎
年恒例のイルミネーションが行われています。
　すっかり各務原市の冬の風物詩となったこのイル
ミネーションは、今年で７回目。学びの森の南側に
あるイチョウとメタセコイヤの並木道（300 メート
ル）が、約 20万球の白色発光ダイオード (LED) で
彩られ、訪れた家族連れなどが幻想的な雰囲気を楽
しんでいました。
　イルミネーションは 17:00 ～ 22:00、今月 31 日
まで点灯しています。
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大
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を
使
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し
て
い
ま
す
。

　　

油絵「夏の跡」
口田和恵さん・松が丘5

民ギャラリー市

木下　龍
りゅう き

樹くん　（Ｈ 21．10．7生）

　元気いっぱい、笑顔いっぱいの龍樹、
お友だちをたくさん作って大きくなっ
てね。（お父さんの重光さん、お母さん
の直美さん・那加織田町 1）

編集発行●各務原市役所都市戦略部秘書広報課　住所●504-8555岐阜県各務原市那加桜町１の69

電話●058-383-1111（代） ウェブサイト● http://www.city.kakamigahara.lg.jp
　　　　　　　　　　　　　　携帯ウェブサイト● http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp/

市人口 /149,618人〔男 73,972人 女 75,646人〕世帯数 /55,367世帯　（平成22年 12月 1日現在）

髙井　琥
こ た ろ う

太郎くん　（Ｈ21．10．24生）

　にこにこ笑顔かわいいね。こたろう
はパパとママの宝物だよ。（お父さん
の康武さん、お母さんのまき子さん・
大野町 5）

描くことは、私の世界を表現すること。
絵は新しい私を引き出してくれます。

新しい作品に挑むときは、いつもドキドキ。
そのドキドキが心地よく、描き続けています。

仲間たちと磨き合い、助けられながら
絵を描けることがとても幸せです。

「各務原キムチ」ドラマ化 !　NHK開局70周年記念ドラマ「恋するキムチ」2月18日(金) 19:30～ NHK総合
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